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PRIME 「老化」 【令和４年度 採択課題】

新規腫瘍内H2O2可視化技術から迫る酸化ストレスが発がんに及ぼす影響の本質的理解
（高橋 重成/京都大学）

ROS
（H2O2)

組織集積型H2O2プローブ（代表者らにより新規開発済）

酸化ストレス

✓ in vivo 組織における細胞外H2O2を1細胞レベルで検出可能

✓ H2O2暴露細胞を「半永久的」に可視化→ 単離・解析可能

✓ “ratiometric”なH2O2イメージング

依然として漠然とした理解に留まっている
ROS が発がんに及ぼす影響の本質的な理解に迫る

非可逆反応
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高レベルH2O2に曝された
領域周辺の環境因子を
解析

組織免疫染色、
免疫細胞集積型
H2O2プローブ等
の併用

H2O2
high、H2O2

low細胞
の網羅的な比較解析

ROSに基づく加齢性疾患研究に欠けていた基盤情報をもたらし、効果的な創薬開発を促進。
予防・治療に貢献

・in vivo組織内ROS 
検出技術の欠如

・近年の遺伝子解析技術
単独では研究は困難
（ゲノムにコードされない）
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加齢により
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加齢に伴いROSが蓄積しやすくなる（酸化ストレス）
→老化現象の火事場（Aging Environment)を担う？

発がん過程 腫瘍成長過程

「発がん過程」をAging Environmentの題材とし、ROS
の寄与の詳細を調べる

ROS→遺伝子変異
→がん化
と想定されてきたが
未だ詳細は不明
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技術的ブレイクスルーが必要
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医療
への
展開

発がん過程において、ROS (H2O2)がいつ・どこで・どのように
発生し、曝露した細胞にどんな影響を与えるのかを解明

基礎的
到達


